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2022-23 年度 

福山西ロータリークラブ 

  例  会  情  報   
 第 1500 回（7） 

   

 

 

会 長   笹 田  博 之     幹 事   内 山  春 夫 

クラブ会長テーマ   

「 想像力を高めて変化に対応、社会に貢献 」 

日 時 2022 年 9 月 6 日（火） 12：30 ～ 

場 所 福山ニューキャッスルホテル 

例 会 行 事 点 鐘 ・ ソング 「 君が代・奉仕の理想 」 

ゲスト・ビジターの紹介 （ 出席報告参照 ） 

 会 長 報 告 

 幹 事 報 告 

出 席 報 告 

Ｓ Ａ Ａ 報 告 

ス マ イ ル 報 告 

プ ロ グ ラ ム 情 報 

そ の 他 報 告 

その他情報 メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 来週分 ） 

メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 再来週分 ） 

今 後 の 行 事 予 定 

ク ラ ブ 活 動 報 告 
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【 プ ロ グ ラ ム 情 報 】 
 

≪ 2022-2023親睦行事について≫ 

 
【親睦委員会】委員長：藤井 啓之 

 
［親睦行事］ 

 

9/10 の十五夜月見例会は開催することができず、楽しみにさ

れていた方には、大変申し訳ございませんでした。今回は、例

会のお時間をいただきましたので、一人でも多くのメンバー、

パートナーに参加していただける親睦活動にするために、いろ

いろなご意見をお聞かせいただくことになりました。 

 

① 十五夜月見例会（9/10 予定が中止） 

② 忘年例会 

③ 新年同伴例会 

④ 親睦旅行 

 

 

親睦行事をする目的は何だとお考えですか？ 

 

「親睦」 とはロータリークラブが、クラブとして存続していく上で欠かすことの出来ない必要

条件となる、ロータリアン個人個人の心が結合した状態を表す概念なのです。言いかえれば、

“Fellowship”はロータリーの引力とも言えます。ロータリークラブの会員の中にも、親睦と親

睦活動を混同する人が多いようです。親睦会やゴルフ会に参加することは親睦活動に参加するこ

とであって、親睦とは違った次元のものであることを理解すべきでしょう。親睦活動がクラブ奉

仕の充分条件の範囲内で、親睦というロータリー本来の運動を高めるために補助的に活動するこ

とは大切なことです。しかし、親睦活動委員の任務を、親睦会の幹事や同好会の世話役に留める

ことは大きな誤りです。確かに会員が心を打ち解けあう手段の一つとして、親睦会やクラブ活動

などのレクリエーションも必要です。しかし、親睦を深める最適の場所は、毎週一回の定例の例

会であることを忘れてはなりません。例会において、いかに友情を深めるかを考え実行すること

と、いかにして真の親睦が保たれるような環境を整備することが最大の任務なのです。 

 

 

A:早くからスケジュールが決まっているのに親睦の例会に参加できない理由 

 

［皆様のご意見］ 

・家庭の事情 

・高齢化でなかなか参加しずらい 

・夜の出席がしんどい 

・お酒を飲まなくなったから 

・仕事の都合で直前に予定が変わることがあるため 

・マンネリ化（非日常的な場所での食事など企画してほしい） 

 

 

 

 



6 

 

 

B:どんな親睦事業を期待しますか。どのような事業なら参加したいですか。 

 

［同伴例会］ 

パートナー参加ができない理由。 

 

・パートナー同士のつながりがない 

・年齢的に同世代が少なくなった 

 

どのような企画ならパートナーに声かけて参加しますか。 

 

・子供も楽しめるような企画 

・日帰りバスツアーでおいしいものを食べる 

 

［親睦旅行］ 

1. 希望する場所 

 

・近場 

・高原での BBQ 

 

2. 日帰り/泊り 

 

・日帰り 

・泊りは女性会員・パートナーとも難しい 

 

3. 観光・体験型・スポーツ観戦 

 

・観光と名産品等食事（ふぐ・かに・マグロなど） 

・釣り同好会と合同で釣りと観光（隠岐・直島など） 

・サイクリングと観光も興味がある 

 

（例）各同好会との合同企画 

＊親睦旅行での大山高原サイクリング 

＊親睦旅行での西友会との遠征ゴルフをセットした観光旅行 

 

みなさまからいろいろなご意見をいただきました。皆様からのご意見を参考に、早速、楽しい企

画を考え、パートナーにも気軽に参加していただけるようなものにしていきたいと思います。 
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【 そ の 他 報 告 】 

《 “ロータリーの友”誌 紹介・・・福山西 RC 大植 栄 》 

「ロータリーの友」誌 9 月号 

 9 月は基本的教育と識字率向上月間 

 横目次 5Ｐ ジェニファー・ジョーンズＲＩ会長のメッセージ 

       中央アメリカ北部に位置するグアテマラを教育改善プログラム支援の為、訪れた

体験メッセージ。 

       川を渡ろうとしたとき、橋が流されていたが何とか小さいバスで緊張しながら渡

った。 

       この冒険で、ロータリーの二つの真実に気付いた。 

       一つ目、私たちが力を発揮できるのは、地元で活動している方のサポートのお蔭。 

       二つ目、重要な目標を達成するためには、時に冒険を冒す必要がある。 

 横目次７P～19P 

       バックナンバーでたどる「ロータリー友の会」 

       1954 年から始まった「ロータリー友の会」来年で 70 周年 

       時代と共にロータリーの活動がある 

 横目次 20P 「心は共に 東日本大震災」 

       ロータリー希望の風奨学金 

       支援はまだ折り返し点。私たちは希望をつなぎます。 

       私たちは責任をもって子供たちへ対応しなければいけない。 

 横目次 24P 茶道裏千家前家元 15 代 千 玄室（せん げんしつ） 

       元海軍特攻隊であったため平和を強く望んでいた。 

       ハワイで行われた「平和記念献茶会」で平和を語った。 

       元海軍特攻隊であったため平和を強く説いた。 

 縦目次４P 折り返し点からのライフスタイル 建築家 隅 堅固（くま けんご） 

       「集中から分散へ」 を考える 

       人類は同じ方向を向いて歩いてきて農業を始めたの。これが集中化です。 

       これからは多様性が鍵で、それぞれの地域が多様性というものを自覚して、 

       独自の文化が重要になってくる。 

 縦目次 20P 「ロータリーアットワーク」 

       河口清掃で青少年と環境を考える  富山県 魚津西ロータリークラブ 

       青少年と清掃することで、環境問題への意識向上に加え若者の自主性につながっ

ている。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8C%B6%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A3%8F%E5%8D%83%E5%AE%B6
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            祝 1500 回例会 乾杯     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《乾杯の発声 チャターメンバー 小田 宗市 さん》    

                  

《 各 種 表 彰 等 》 

 

 

 

 

   

《ポール・ハリス・フェロー 河村 直孝 さん》 

        

 

  

《第 1500 回例会 BGM♪》 

・梶原啓子さん選曲 

『舟木一夫 ヒット曲集』 

 

 

            

 


